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1.緒言 
サイズの大きく異なる二種類の微粒子を混合す

ることにより、高透磁率を得られる事が報告されて

いる(1)。本研究では高い透磁率をもつ複合微粒子

を平面スパイラルインダクタに固化させ、空心時の

インダクタと高透磁率複合微粒子充填インダクタと

の特性を比較した。 

2.実験 
縦横 12.5ｍｍ、導体幅 0.3ｍｍ、10 ターンのスパ
イラルインダクタを試作し、高透磁率微粒子材料

（粒径 1μｍのFeと粒径 10ｎｍのFe3O4）を固化させ

そのときのL値をベクトルインピーダンスメータ
（4193A：HP）で測定した。 

1）硬化条件を変化させたとき、2）固化する微粒
子の厚さを変化させたときについての測定を行っ

た。 

3.結果 
1）硬化条件を変化させたとき 
表 1の硬化条件により微粒子を厚さ 0.1ｍｍで固

化したときの測定結果を図 1に示す。 

表 1 硬化条件 
 空心 高温硬化

100℃,1ｈ
磁界印加 

2ｋOe 
超音波印加

42ｋHz 
L01 ○    
L02  ○   
L03 ○    
L04  ○ ○  
L05 ○    
L06  ○ ○ ○ 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 L―ｆ 特性 

 
2）固化する微粒子の厚さを変化させたとき
微粒子の厚さを 0.1～0.3ｍｍにして高温硬化し

たときの測定結果を図 2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1M 10M

800.0n

1.0μ

1.2μ

1.4μ

1.6μ

1.8μ

L
(H
)

f(Hz)

 １ｍｍLo
 １ｍｍL
 ２ｍｍLo
 ２ｍｍL
 ３ｍｍLo
 ３ｍｍL

1.01μ

0.82μ

図 2 L－ｆ 特性 
 
4.結言 

1）硬化条件を変化させたとき：高温・磁界印加し
た場合は（L04/L03）＝1.17 となった。高温・磁界・
超音波印加の場合は（L06/L05）＝1.17 となりこの
方法の改善が今後の課題となる。 

2）固化する微粒子の厚さを変化させたとき：微
粒子の厚さ 0.3ｍｍのとき（L/L0）＝1.23となり、微粒
子の厚さ 0.3ｍｍのとき良好な値が得られた。 
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